
お忘れなく！
転入･転出･転居手続き

３
月･

４
月
は
市
の
窓
口
が
大
変
混
み
合

い
ま
す
。
各
窓
口
へ
お
越
し
の
際
は
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
す
る
な
ど
、
駐
車
場
の
混

雑
緩
和
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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■
岩
見
三
内
連
絡
所
☎(
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８
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２
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１
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■
大
正
寺
連
絡
所
☎(

８
８
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２
１
１
１

必
要
な
も
の
▼

前
住
所
地
の
市
区
町
村
か
ら

交
付
さ
れ
た
転
出
証
明
書
、
通
知
カ
ー
ド
ま

た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド(

世
帯
全
員
分

を
お
持
ち
く
だ
さ
い)

必
要
な
も
の(

次
の
証
書
を
お
持
ち
の
か
た)

▼

国
民
健
康
保
険･

後
期
高
齢
者
医
療･

介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
、
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

必
要
な
も
の(

次
の
証
書
を
お
持
ち
の
か
た)

▼

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
福
祉
医
療
費

受
給
者
証
、
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド(

世
帯
全
員
分)

＊
東
部
市
民
Ｓ
Ｃ
で
は
窓
口
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

＊
本
人
と
確
認
で
き
る
、
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険

証
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、｢

本
人｣｢

本

人
と
同
一
世
帯
の
か
た｣｢
法
定
代
理
人｣

以
外
の

か
た
が
届
け
出
る
と
き
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

届出窓口

＊
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
使
っ
て
届
け
出
る
場
合
も
、
事
前
に
前
住
所
地

へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

＊
新
た
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
か
た
は
、
窓

口
で
お
話
く
だ
さ
い
。
転
入
先
の
世
帯
に
国
保
加

入
者
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
世
帯
全
員
の
被
保
険

者
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

転
入
届(

他
の
市
区
町
村→

秋
田
市
へ)

届
け
出
は
転
入
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
　

＊
世
帯
主
が
転
出
す
る
場
合
で
、
世
帯
員
に
国
保
加

入
者
が
い
る
と
き
は
、
世
帯
全
員
の
被
保
険
者
証

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

＊
転
校
を
伴
う
場
合
は
、
必
要
な
書
類
を
交
付
し
ま

す
。｢

転
出｣｢

転
入｣｢

転
居｣

ご
と
に
提
出
先(

学

校)

が
異
な
り
ま
す
。

＝
市
役
所
本
庁
の
駐
車
場

時
間
▼
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分(

ア
ル
ヴ
ェ
は
午
前
９
時
〜)

＊｢

Ｓ
Ｃ｣

は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
略
で
す
。

転
出
届(

秋
田
市→

他
の
市
区
町
村
へ)

届
け
出
は
転
出
す
る
前
に

転
居
届(

市
内
で
引
っ
越
し
し
た
時)

届
け
出
は
引
っ
越
し
て
か
ら
14
日
以
内

通
知
カ
ー
ド
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
示
す
る
場
合
は
、
免
許
証
な
ど
の

本
人
確
認
書
類(

身
分
証
明
書)

も
忘
れ
ず
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。
　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド(

個
人
番
号
カ
ー
ド)

の
場
合
は
、
１
枚

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
本
人
確
認
の
両
方
が
で
き
ま
す
。

番号制度導入推進室
☎(866)6653

こ
の
春
か
ら
新
生
活
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
へ

問い合わせ

ポ
イ
ン
ト
！

再発行できますu通知カー

ドの再発行手数料は、500

円です。カードが届くまで

には約３週間かかります。

お急ぎの場合は、マイナン

バーが表示された住民票

(１通300円  )を取得して代

用することもできます。

マイナンバーカードをなく
したらすぐ電話をu〝なりす

まし〟利用を防ぐため、直

ちに下記のコールセンター

へ電話してください。紛失･

盗難による一時利用停止を

24時間受け付けています。

☎0120-95-0178

マイナンバー総合
フリーダイヤル

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

就
職
、
進
学
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
い
つ
使
う
ん
で
す
か
？

＊マイナンバーカード

の交付については、市

民課☎(866)2018

就
職
し
た
か
た

勤
務
先
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
を
求

め
ら
れ
ま
す
。
提
示
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
、
源
泉
徴
収
票
の
作
成
、
健
康
保
険
や
雇

用
保
険
の
手
続
き
な
ど
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

扶
養
家
族
が
い
る
か
た
は
、
そ
の
家
族
の

分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

間
違
い
の
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
確
認
し

て
勤
務
先
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

進
学
し
た
か
た

大
学
な
ど
へ
進
学
し
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
た
か

た
も
、
勤
務
先
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示

を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
、
提
示
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
お
も
に
源

泉
徴
収
票
の
作
成
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
勤
務

形
態
に
よ
っ
て
は
、
雇
用
保
険
の
手
続
き
な

ど
に
利
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

＊マイナンバーカードは、順次
交付中です。

＊工事により駐車場出入口が変わる場合があります。

４

カードを
なくした時は



秋
田
市
の
西
、
高
清
水
の
岡
に
あ
る
秋

田
城
跡
は
、
日
本
最
北
の
古
代
城
柵
と
し

て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
大
規
模
な

地
方
官
庁
の
遺
跡
で
、
古
代
秋
田
の
政

治･

軍
事･

行
政
の
中
心
地
で
し
た
。

い
ま
も
続
く
発
掘
調
査
で
は
、
こ
れ
ま

で
、
日
本
古
代
史
に
関
わ
る
数
多
く
の
重

要
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、

史
跡
公
園
と
し
て
復
元
が
進
ん
で
お

り
、
瓦
屋
根
の
外
郭

が
い
か
く

東
門

ひ
が
し
も
ん

と
築つ

い

地じ

塀べ
い

、
政

庁
や
古
代
の
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
文
字
の
記
さ

れ
た
木
簡

も
っ
か
ん

や
漆
紙
文
書
、
甲(

よ
ろ
い)

、

胞
衣

え

な

壺つ
ぼ

、
人
面
墨
書
土
器(

表
紙
の
土

器)

、
和
同
開
珎

か
い
ち
ん

銀
銭
な
ど
、
貴
重
な
遺
物

が
数
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。

｢

秋
田
城
跡
歴
史
資
料
館｣

は
、
史
跡
西

側(

地
図
参
照)

に
開
設
し
ま
す
。
右
記
の

貴
重
な
品
々
を
よ
り
多
く
ご
覧
い
た
だ

け
る
ほ
か
、
全
国
初
と
な
る
赤
外
線
カ
メ

ラ
に
よ
る
漆
紙
文
書
や
木
簡
の
解
読
体

験
コ
ー
ナ
ー
や
、
発
掘
さ
れ
た
古
代
の
甲

と
そ
の
復
元
品
、
古
代
の
水
洗
ト
イ
レ
の

展
示
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。

〝
秋
田
城
跡
歴
史
資
料
館
〞
４
月
16
日
(土)
オ
ー
プ
ン
！

お
も
な
展
示
品
は
次
の
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

周辺
地図細い坂道

を上る

広報あきた　平成28年３月18日号５

国指定史跡 秋田城跡の出土品などを展示する｢秋田城
跡歴史資料館｣が、４月16日(土)、寺内焼山に開館しま
す。昭和47年から続けられる発掘調査で見つかった古代
の品々約360点を展示するほか、全国初となる赤外線カ
メラを使った古文書の解読体験コーナーなどを常設します。
秋田の歴史を知り、古

いにしえ

に思いを馳せることができる歴史資料館に、ぜひ
足をお運びください。

住所u秋田市寺内焼山９-６

＊一般公開は、４月16日の完成記念式典後、

午前11時からの予定です。

u秋田駅からバスで20分。寺内経由土崎線･将軍野

線、｢秋田城跡歴史資料館前｣下車(バス停名｢中央

高校入口｣が４月16日から上記に変わります)

秋田城跡のイメージ
キャラ｢秋麻呂くん｣

開館時間u午前９時～午後４時30分
休館期間u12月29日～翌１月３日
観覧料u200円(高校生以下無料。20人以上
の団体は１人160円) ＊年間観覧券300円

問u秋田城跡調査事務所☎(845)1837

よ
う
こ
そ 　

古
の
丘
陵
へ


